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【科目】材料工学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

小島 昭

【授業目標・教育方針】
各種材料の構造と性質と製造方法の基本的な関係を修得する。

【授業概要】
人間社会の快適さは、材料の進歩との関係が深い。先端技術の高度化にともない、新技術が開発され、新材料が作り
出されている。それらは金属材料、無機材料、有機材料、半導体材料及び複合材料などである。材料の性質や構造は、
化学結合によって決められ、次に原子の配列によってきまる。従って、固体化学を基本に学び、さらに特有の機能を
発現させる構造を構築させる製造方法を学習する。具体的には、各種材料の基本的事項を学習、それらを総合化した
複合材料を中心にして材料工学を学ぶ。最後に、材料に関わる環境問題を取り上げるので、ゼロエミッション、廃棄
後の処理方法、再資源化技術やリサイクル技術を理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
大谷杉郎「複合材料入門」（裳華房）
大谷杉郎「新工業化学概論」（裳華房）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学で実施）

【成績評価方法】
［前期］期末試験：90%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：材料工学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 複合材料概論 材料の必要性、きっかけ、開発、生産、実用化への過
程を科学史的観点から講述する。

第 2 回 複合材料概論 天然の複合材料として、骨および木材について学ぶ。
第 3 回 繊維との複合材料 (1) 何故、複合材料か　(2) 繊維素材の開発　(3) 異方性

材料の得失
第 4 回 繊維との複合材料 (4) 製作工程　(5) 要求される性質　(6) 特性に関連する

諸要素
第 5 回 繊維との複合材料 (7) 母材としての樹脂
第 6 回 繊維との複合材料 (8) 強化繊維（炭素繊維、ガラス繊維、アラミド繊維等

の構造、性質、製造法）
第 7 回 繊維との複合材料 (9) 総合的特性改善　(10) 加工　(11) 組み立て
第 8 回 繊維との複合材料 (12) 炭素繊維 / 炭素　(13) 炭素繊維 / 金属材料複合材料
第 9 回 英語論文の購読 繊維強化複材料に関する論文購読
第 10 回 セメント系複合材料 (1) 歴史と概要　(2) 製法と主要成分　(3) 水和反応と強

度の発現　(4) 評価
第 11 回 セメント系複合材料 (5) 特性改善　(6) 強度因子　(7) 高性能化　(8) 繊維強

化セメント
第 12 回 ポリマーアロイ (1) 目的と種類　(2) 重合体の構造　(3) 調製
第 13 回 積層による複合材料 積層フィルムの構成、複合効果と界面問題、素材を積

層させた各種積層系複合材料の構造、性質、製造法を
講述する。

第 14 回 再資源化技術 各種材料のゼロエミッション技術の確立、廃棄材料の
再資源化技術の現状と基本的な考え方を講述する。

第 15 回 テスト テスト
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